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平成 16 年 8 月，「小中学校理科教員研修会～体験で学ぶ火山～」が山梨県環境科学研究所の主催によって開催

された．研修会は，8月 16 日～17 日，8月 19 日～20 日の 2回に渡って開催され，計約 60 名の教員の参加があっ

た． 

講義「火山としての富士山」では，「富士山のおいたち」「歴史時代の二大噴火」「噴火災害の予測とハザード

マップ」「火山の恵みと私たちのくらし」について講義された．特に火山の恵みに関する部分が関心を呼んでいた． 

セミナー「火山ってなんだろう」では，火山噴火の基礎的な話に引き続いて，グループでの議論を s い，火山

学者が一名ずつ加わって参加者からの質問に答えた．この方法で参加者からの活発な質問を引き出すことに成功し

た． 

「火山に関する実験」を一日目午後に行った．「ゼラチンと油を使ったマグマの上昇と割れ目噴火実験」「立体

地形図を使った溶岩流実験」「扇風機を使った降下火砕物実験」の３つを行ったが，わかりやすいと言う意見が多

数を占めた． 

野外見学については，説明者や案内者のていねいな説明と，前日の講義と実験であらかじめ噴火に関するイメー

ジを参加者が持っていたためよく理解されたと評価できる． 

以上のように今回の教員研修会は，参加者の理解度・満足度ともに高く，高いレベルで成功を収めたと評価で

きる．また，NHK の報道によると，研修参加者が研修の成果を生かして授業を行うなどの波及効果がでている．教

員研修は，その対象者は数十名でも，教員の教える生徒の数は膨大である．火山防災教育を考える上で，きわめて

効果があると考えられる． 


